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村
の
景
観
と
歴
史
・
人
物(

22) 

上
関
城
主
三
潴
氏
の
謎
② 

初
代
城
主
は
、
だ
れ
だ
？ 

い
つ
の
時
代
か
ら
だ
？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡 

辺 

伸 

栄 

  

三
潴
氏
が
上
関
城
主
で
あ
っ
た
証
拠
探
し
の
タ
イ

ム
ト
ラ
ベ
ル
は
、
江
戸
時
代
後
期
ま
で
遡
っ
た
。
最
後

の
城
主
三
潴
左
近
助
か
ら
二
百
数
十
年
も
後
の
証
拠

文
書
だ
が
、
こ
れ
で
一
応
の
決
着
。（
本
紙
前
号
） 

 

で
は
、
最
初
の
城
主
は
誰
で
、
い
つ
の
時
代
の
こ
と
な
の
か
。

こ
れ
が
最
大
の
謎
。
そ
れ
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
の
は
、

『
関
川
村
史
』
の
不
思
議
な
記
述
。 

『
関
川
村
史
』（平
成
四
年
発
行
）
の
謎 

 

日
本
史
の
中
世
は
守
護
・
地
頭
の
配
置
か
ら
始
ま
る
。

『
関
川
村
史
』
（
以
下
、『
村
史
』
）
の
中
世
編
も
、
関
川
郷

の
地
頭
た
ち
の
説
明
か
ら
始
め
て
い
る
。 

 

そ
の
一
人
と
し
て
取
り
上
げ
た
三
潴
氏
の
項
は
、
次
の

よ
う
に
書
き
出
す
。
（一
六
七
頁
） 

「
鎌
倉
幕
府
は
筑
後
国
三
潴
荘
（
福
岡
県
三
潴
郡
三
潴

町
）出
身
、
三
潴
左
衛
門
尉
を
桂
関
の
関
吏
に
任
命
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
」 

 

上
関
城
主
三
潴
氏
の
存
在
証
明
が
、
こ
の
一
文
で
決
ま

る
重
要
な
記
述
。
が
、
出
典
は
な
い
。
ど
こ
に
伝
わ
っ
た
の

か
も
書
い
て
な
い
。
当
地
の
伝
承
と
も
三
潴
家
の
家
伝
と

も
さ
れ
て
な
い
。
裏
付
け
が
全
く
な
い
。 

 
 

『
村
史
』
は
、
我
が
村
の
正
史
。
そ
の
記
述
と
し
て
は
、

ま
こ
と
に
心
も
と
な
い
。
監
修
者
の
小
村
弌
先
生
（
新
潟

大
学
名
誉
教
授
）
は
本
県
史
学
の
泰
斗
。
そ
の
炯
眼
を
よ

く
も
す
り
ぬ
け
た
も
の
と
、
驚
く
ば
か
り
。
（
肩
書
は
当
時
、

以
下
同
じ
）  

 

も
ち
ろ
ん
、『
村
史
』
が
作
り
話
を
書
く
は
ず
も
な
い
。

多
分
、
出
典
を
書
か
な
か
っ
た
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

で
は
な
ぜ
書
か
な
い
か
、
そ
れ
も
謎
の
一
つ
。 

歴
史
は
物
語
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た 

 

歴
史
は
本
来
、
物
語
だ
っ
た
。
数
あ
る
過
去
の
出
来
事

の
中
か
ら
、
語
り
継
ぐ
べ
き
先
人
の
辛
苦
・功
業
、
活
躍
の

足
跡
が
物
語
ら
れ
て
歴
史
と
な
っ
た
。 

 

し
か
し
、
そ
れ
が
行
き
過
ぎ
れ
ば
、
真
偽
混
合
の
ド
ラ
マ

に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
ち
ら
の
方
が
人
心
を
引
き
付
け
、

と
も
す
る
と
史
実
と
さ
れ
て
し
ま
う
。 

 

こ
の
反
省
か
ら
、
先
の
大
戦
後
、
歴
史
学
は
科
学
で
あ

る
こ
と
を
目
指
し
た
。
科
学
た
り
う
る
所
以
は
史
料
批
判

に
あ
る
。
史
料
の
真
偽
を
厳
し
く
検
証
す
る
。
そ
の
た
め

に
出
典
、
根
拠
は
欠
か
せ
な
い
。 

 

科
学
に
な
っ
た
お
陰
で
、
新
し
い
史
実
の
掘
り
起
こ
し
が

行
わ
れ
、
特
に
近
年
、
こ
れ
ま
で
の
通
説
が
覆
さ
れ
る
事

態
が
続
々
と
生
じ
て
い
る
。
権
威
者
に
よ
る
ナ
ラ
テ
ィ
ブ

が
、
新
進
の
研
究
者
に
よ
る
エ
ビ
デ
ン
ス
に
よ
っ
て
書
き
換

え
ら
れ
る
。
こ
れ
が
研
究
の
進
歩
。 

 

だ
か
ら
現
代
の
歴
史
研
究
は
、
後
の
批
判
に
耐
え
う
る

よ
う
、
歴
史
記
述
本
文
中
、
又
は
傍
注
や
脚
注
、
あ
る
い

は
章
末
や
巻
末
等
に
、
出
典
・
根
拠
を
明
示
す
る
。
し
か

し
、
ど
う
し
た
わ
け
か
、『
村
史
』の
記
述
に
は
そ
れ
が
な
い
。  

 

 

や
や
も
す
る
と
、
伝
統
的
な
歴
史
叙
述
に
な
じ
ん
だ

方
々
は
、
物
語
る
こ
と
に
力
点
を
置
き
、
出
典
根
拠
を
軽

ん
じ
る
。
と
り
わ
け
、
郷
土
史
家
に
は
そ
の
傾
向
が
あ
っ
た

よ
う
で
、
筆
者
の
よ
う
な
後
進
の
者
を
悩
ま
せ
て
い
る
例

を
他
所
で
も
よ
く
聞
く
。 

 

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、
出
典
を
書
か
な
い
理
由
と
し
て
あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

三
潴
左
衛
門
尉
説
は
、
ど
こ
か
ら
出
て
き
た
？ 

 

『
村
史
』
の
三
潴
左
衛
門
尉
来
任
説
に
は
、
元
版
（
ネ
タ

元
）
が
あ
っ
た
。『
村
史
』
発
行
の
二
十
一
年
前
、
昭
和
四

十
六
年
作
成
の『
関
川
村
上
関
城
跡
緊
急
発
掘
調
査
報

告
（
付 

三
潴
氏
の
活
動
と
系
譜
）
』
と
題
し
た
小
冊
子

（
以
下
、『
報
告
書
』）
。
こ
こ
に
、
三
潴
左
衛
門
尉
が
登
場
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上関城跡発掘の出土品 

す
る
。 

 
ま
ず
、
加
藤
元
吉
先
生
（
村
教
育
長
）
執
筆
の「
は
し
が

き
」
に
、
名
字
だ
け
で
予
告
登
場
。 

「
義
経
が
奥
州
の
藤
原
氏
を
た
よ
っ
て
東
下
り
の
と
き
開

か
れ
た
検
問
所
が
こ
こ
上
関
の
地
に
設
け
ら
れ
、
追
捕
使

に
筑
後
国
三
潴
庄
出
身
の
三
潴
氏
が
任
命
さ
れ
こ
の
地

に
赴
任
さ
れ
た
。
」 

 

な
ん
と
ま
あ
、『
村
史
』
の
記
述
を
は
る
か
に
超
越
し
て

い
る
。
し
か
し
、
例
に
よ
っ
て
出
典
・
根
拠
は
な
い
。
い
っ
た
い

ど
こ
か
ら
引
っ
張
っ
て
き
た
記
述
な
の
か
。 

 

こ
の
疑
問
の
答
え
は
、『
報
告
書
』
本
文
に
掲
載
の
高
橋

重
右
エ
門
先
生
（
村
上
高
校
教
諭
）
執
筆
「
上
関
の
立
地
」

と
題
し
た
小
論
中
の
次
の
文
章
で
明
ら
か
に
な
る
。 

「
故
斎
藤
秀
平
氏
は
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
源
義
経
が

兄
頼
朝
と
不
和
に
な
っ
て
東
下
り
の
と
き
、
検
問
所
が
こ

こ
に
開
設
さ
れ
、
三
潴
庄
出
身
の
三
潴
左
エ
門
尉
が
関
郷

地
頭
と
し
て
来
任
し
た
と
し
て
い
る
。
」 

 

三
潴
左
衛
門
尉
来
任
説
の
出
処
は
、
斎
藤
秀
平
だ
っ
た
。

が
し
か
し
、
ま
た
も
や
、
出
典
は
な
い
。
そ
も
そ
も
出
典
を

書
く
し
き
た
り
な
ど
な
か
っ
た
よ
う
だ
。 

文
治
元
年
説
は
消
え
た
？
左
衛
門
尉
は
残
っ
た
？ 

 

斎
藤
秀
平
は
、
昭
和
三
十
年
代
に『
新
潟
県
史
』
鎌
倉

時
代
編
・
上
杉
時
代
編
・
江
戸
時
代
編
全
五
冊
を
執
筆

発
行
さ
れ
た
郷
土
史
の
大
家
。 

 

こ
の
書
物
は
編
年
体
で
、
年
月
日
ご
と
に
出
来
事
を
出

典
史
料
と
共
に
明
示
し
、
そ
れ
に
対
す
る
自
分
の
論
考
は

そ
れ
と
し
て
明
確
に
書
き
分
け
て
い
る
。
労
作
で
あ
り
名

著
、
郷
土
史
研
究
の
必
読
書
。 

 

も
う
十
五
年
以
上
前
に
な
る
が
、
筆
者
も
鎌
倉
編
と

上
杉
編
の
二
冊
は
目
を
通
し
、
当
地
域
に
関
係
す
る
内

容
は
メ
モ
に
と
っ
た
。
し
か
し
、
左
衛
門
尉
来
任
説
が
書
い

て
あ
っ
た
記
憶
も
記
録
も
な
い
。
今
一
度
、
手
元
の
鎌
倉

時
代
編
を
確
認
し
た
が
、
や
は
り
な
い
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
斎
藤
は
、『
新
潟
県
史
』
以
外
に
も
、
様
々

論
文
を
発
表
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
ど
れ
か
に
左
衛
門
尉

来
任
説
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
だ
と
し
て
も
、
謎

は
、
始
め
の『
村
史
』の
記
述
に
、
も
ど
っ
て
し
ま
う
。 

 

斎
藤
秀
平
の
左
衛
門
尉
来
任
説
が
確
か
な
の
で
あ
れ
ば
、

『
村
史
』の
記
述
も『
報
告
書
』と
同
じ
に
す
れ
ば
い
い
は
ず
。

『
村
史
』
中
世
編
の
執
筆
も
高
橋
重
右
エ
門
先
生
な
の
だ

か
ら
。
そ
れ
が
な
ぜ
、
あ
の
よ
う
な
出
処
不
明
の「
伝
え
ら

れ
て
い
る
」
な
ど
と
い
う
書
き
方
に
し
た
の
か
、
ま
っ
た
く

も
っ
て
摩
訶
不
思
議
。 

 

こ
の
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
事
態
は
、『
報
告
書
』後
段
に
記
載

の
横
山
貞
祐
先
生
（
国
士
舘
大
学
助
教
授
）
執
筆
「
三
潴

氏
の
活
動
に
つ
い
て
」
の
論
述
で
、
一
層
霧
と
闇
に
包
ま
れ

る
。
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
る
。 

「
三
潴
が
（
中
略
）
和
田
義
茂―

重
茂―

時
茂―

兼
茂―

茂

長
の
い
つ
の
代
に
上
関
郷
に
居
住
す
る
に
い
た
っ
た
か
、
明

ら
か
で
な
い
。
」（
筆
者
注
；
和
田
義
茂
以
下
の
人
名
は
奥

山
荘
地
頭
和
田
氏
代
々
の
当
主
、
茂
長
か
ら
は
黒
川
氏

を
名
乗
る
。
） 

 

『
報
告
書
』
の
前
段
に
高
橋
先
生
が
斎
藤
秀
平
の
文
治

元
年
三
潴
左
衛
門
尉
来
任
説
を
挙
げ
て
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
の
、
こ
の
記
述
。
い
つ
来
た
か
わ
か
ら
な
い
と
。
横

山
先
生
は
文
治
元
年
説
を
否
定
し
た
。
い
や
、
そ
も
そ
も

左
衛
門
尉
の
名
も
無
視
。 

 

そ
れ
が
あ
っ
て
か
、
高
橋
先
生
は
、
二
十
年
後
の『
村
史
』

で
は
、
例
の
桂
関
来
任
伝
の
数
行
後
に「
し
か
し
い
つ
こ
こ

に
来
任
し
た
か
は
明
確
で
は
な
い
。
」と
書
い
た
。
で
も
、
な

ぜ
か
、
あ
え
て
左
衛
門
尉
の
名
は
残
し
た
。 

 

さ
て
は
て
、
斎
藤
秀
平
の
文
治
元
年
（一
一
八
五
）説
は
、

い
っ
た
い
ど
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。『
新
潟
県
史
』
の
書

き
ぶ
り
か
ら
す
る
と
、
斎
藤
秀
平
と
い
う
人
は
、
出
典
が

確
か
な
こ
と
し
か
書
か
な
い
は
ず
な
の
だ
が
。 

 

さ
ら
に
不
思
議
な
こ
と
に
、
斎
藤
、
高
橋
、
横
山
の
三

者
は
、
最
初
の
三
潴
氏
が
九
州
三
潴
か
ら
来
た
こ
と
で
は

一
致
し
て
い
る
。
何
が
根
拠
な
の
か
。
そ
し
て
、
な
ぜ
、
は

る
ば
る
上
関
の
地
ま
で
や
っ
て
来
た
の
か
。 

 

中
世
史
は
謎
だ
ら
け
。
謎
を
暴
く
の
は
推
理
小
説
マ
ニ
ア

の
秘
か
な
楽
し
み
。
つ
づ
き
は
ま
た
三
か
月
後
。 
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民
具
が
語
る
生
活
史 

㉙
コ
ケ
シ 

 
秋
の
美
術
館
巡
り
で
は
福
島
市
に
あ
る
コ
ケ
シ
の

博
物
館
、
「
☆
１

原
郷(

げ
ん
き
ょ
う)

の
こ
け
し
群 

西

田
記
念
館
」
を
訪
れ
ま
し
た
。
館
は
聖
ア
ン
ナ
教
会
を

中
心
と
し
た
ア
ン
ナ
ガ
ー
デ
ン
の
敷
地
に
あ
り
、
西
田

峯
吉
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
約
１
万
本
の
コ
ケ

シ
を
収
蔵
し
、
常
時
千
体
ほ
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

西
田
は
島
根
県
出
身
で
大
正
14(

１
９
２
５)

年
か
ら

農
林
省
の
役
人
と
し
て
蚕
糸
業
に
関
わ
り
、
東
北
各
地

を
巡
り
ま
し
た
。
訪
れ
た
地
で
コ
ケ
シ
と
出
会
い
、
生

涯
を
通
じ
て
収
集
と
研
究
に
励
ん
だ
と
い
い
ま
す
。 

 

民
具
大
辞
典
に
よ
る
と
コ
ケ
シ
は
「
木
材
を
轆
轤

(

ろ
く
ろ)

で
挽
き
、
描
彩
を
施
し
た
人
形
。
円
筒
状
の

胴
に
球
状
の
頭
部
が
つ
く
が
、
手
足
は
な
い
。
東
北
地

方
固
有
の
人
形
で
、
蔵
王
山(

宮
城
・
山
形
県)

や
栗
駒

山(

岩
手
・
宮
城
・
秋
田
県)

周
辺
を
中
心
に
江
戸
後
期

以
降
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ

け
し
作
り
は
、
轆
轤
を
使
っ
て
盆
や
椀
な
ど
を
作
る
木

地
師(

木
地
屋)

の
副
業
で
あ
っ
た
。
も
と
は
子
ど
も
の

玩
具
で
あ
っ
た
が
、
湯
治
客
相
手
の
土
産
物
と
し
て
売

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
正
期
頃
か
ら
民
芸
的
な
美
し

さ
に
惹
か
れ
た
愛
好
者
が
増
え
て
、
今
日
で
は
大
人
の

鑑
賞
品
と
な
っ
て
い
る
。(

後
略)

」
と
説
明
さ
れ
て
い

ま
す
。(P
.20

2
-
2
0
3

『
日
本
民
具
事
典
』)

さ
ら
に
コ
ケ

シ
作
り
の
条
件
と
し
て
、
工
人
で
あ
る
木
地
屋
の
存
在
、

原
木
（
マ
ユ
ミ
、
ク
ル
ミ
、
シ
ラ
カ
バ
）
の
豊
富
さ
、

近
く
に
消
費
地
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま
す
。 

コ
ケ
シ
の
主
な
産
地
は
、
土
湯
（
福
島
県
）、
稲
子
・

横
川
・
新
地
・
弥
次
郎
・
鳴
子
（
宮
城
県
）、
山
形
（
山

形
県
）、
木
地
山
・
川
連
（
秋
田
県
）、
温
湯
・
大
鰐
（
青

森
県
）
で
す
。
こ
れ
ら
の
産
地
に
は
近
世
以
降
福
島
県

会
津
地
方
か
ら
北
へ
移
動
し
、
定
着
し
た
木
地
師
が
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
産
地
に
共
通
す
る
の
は
湯

治
場
に
近
い
こ
と
で
す
。
木
地
師
は
湯
治
場
の
近
く
に

住
み
、
旅
館
で
使
う
食
器
類
や
湯
治
客
の
土
産
物
と
し

て
、
膳
・
椀
・
盆
・
木
地
玩
具
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
し

た
。
コ
ケ
シ
は
轆
轤
で
挽
き
や
す
く
、
形
が
比
較
的
単

純
な
の
で
、
は
じ
め
は
練
習
用
と
し
て
作
ら
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。
明
治
以
降
食
器
が
陶
磁
器
へ
と
変
わ
っ
て

い
く
と
木
製
食
器
の
需
要
は
減
少
し
て
い
き
ま
す
。
そ

の
結
果
、
コ
ケ
シ
を
専
門
に
作
る
木
地
屋
が
多
く
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
明
治
末
頃
に
コ
ケ
シ
は
全
盛
期
を
迎

え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

コ
ケ
シ
は
、
土
湯
系
・
中
ノ
沢
系
・
鳴
子
系
・
作
並

系
・
遠
刈
田(
と
お
が
っ
た)

系
・
弥
次
郎
系
・
肘
折
系
・

山
形
系
・
蔵
王
系
・
南
部
系
・
木
地
山
系
・
津
軽
系
の

十
二
の
系
統
に
わ
か
れ
る
そ
う
で
す
。
産
地
そ
れ
ぞ
れ

で
編
み
出
さ
れ
、
受
け
継
が
れ
た
模
様
や
髪
型
な
ど
に

特
徴
が
み
ら
れ
ま
す
。
コ
ケ
シ
の
伝
統
的
な
作
り
手
は

「
工
人(

こ
う
じ
ん)

」
と
呼
ば
れ
、
展
示
さ
れ
て
い
る

コ
ケ
シ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
工
人
の
名
前
が
記
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、「
家
の
コ
ケ
シ
は
ど
の
コ
ケ
シ

だ
ろ
う
」、
「
こ
れ
か
ら
コ
ケ
シ
を
見
る
目
が
変
わ
る
」

な
ど
、
興
味
深
く
観
覧
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

近
年
は
「
第
三
次
コ
ケ
シ
ブ
ー
ム
」
と
い
わ
れ
、
コ

ケ
シ
好
き
の
女
性
を
指
す
「
こ
け
女
」
と
い
う
言
葉
も

あ
る
そ
う
で
す
。
創
作
こ
け
し
・
新
型
こ
け
し
と
い
う

分
野
で
は
、
ム
ー
ミ
ン
や
ミ
ッ
フ
ィ
ー
、
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼

太
郎
の
コ
ケ
シ
も
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。 

山
陰
地
方
出
身
の
西
田
峯
吉
に
は
、
東
北
の
民
俗
・

民
芸
が
珍
し
く
映
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
時
代
と
し
て

は
合
っ
て
い
る
も
の
の
、
西
田
と
☆
２

民
藝
運
動
の
関
係

は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
コ
ケ
シ
産
地
に
は

柳
宗
悦
、
河
井
寛
次
郎
、
芹
沢
銈
介
ら
が
訪
れ
た
と
い

い
ま
す
。 

今
回
は
コ
ケ
シ
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
村
上
の
大
浜

人
形
、
水
原
の
三
角
だ
る
ま
、
巻
の
鯛
車
、
新
発
田
の

金
魚
台
輪
な
ど
の
身
近
な
地
域
の
民
芸
品
、
郷
土
玩
具

の
由
来
や
変
遷
も
興
味
深
い
で
す
。
ま
た
、
今
後
視
点

を
変
え
て
「
お
土
産
」
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

☆
１
原
郷
は
造
語
で
す
。「
西
田
氏
の
こ
け
し
に
対
す
る
思
い
を

表
現
し
た
言
葉
で
、
心
に
郷
愁
を
呼
び
お
こ
す
よ
う
な
こ
け
し

を
「
原
郷
の
こ
け
し
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
☆
２
民
藝
運
動
は
、
大
正
15(

１
９
２
６)

年
に
柳
宗
悦
・

河
井
寛
次
郎
・
浜
田
庄
司
ら
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
生
活
文
化

運
動
で
、
そ
れ
ま
で
重
要
視
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
日
用
の

雑
器
に
美
的
価
値
を
見
出
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。 

文
献
日
本
民
具
学
会
編
１
９
９
７
「
こ
け
し
」『
日
本
民
具
事
典
』

ぎ
ょ
う
せ
い
、
福
田
ア
ジ
オ
編
１
９
９
９
「
こ
け
し
」『
日
本
民

俗
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
堂 
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〇
秋
の
美
術
館
巡
り 

①
酒
田
市
立

美
術
館
「
花
房
さ
く
ら
木
彫
展
ま
る

ご
と
ぜ
ん
ぶ
、
猫
⁈
」・
加
茂
水
族
館 

10

月
11

日(

土)

・
参
加
者
19

名 

②
福
島
県
立
美
術
館
「
生
誕
140
年
竹

久
夢
二
の
す
べ
て
」
・
西
田
記
念
館 

10
月
18
日(

土)

・
参
加
者
23
名 

 

黒い部分がアスファル

トの跡。「アスファルト

が付着した矢じりの出土

例は決して珍しいことで

はない」と私が言えば、

当時の先生は更に落胆な

さったことでしょう。 

方
言
一
考
・
ぼ
っ
こ
す 

「
ぼ
っ
こ
す
」
は
「
ぶ
っ
こ
わ
す
」
と
い
う
意
味
の

方
言
。「
ぶ
っ
倒
す
」「
ぶ
っ
飛
ぶ
」
の
よ
う
に
「
ぶ
っ

(

ぶ
ち)
」
は
勢
い
よ
く
何
か
す
る
様
を
表
す
接
頭
語
で

あ
る
。
そ
の
「
ぶ
っ
」
が
「
ぼ
っ
」
に
、「
こ
わ
す
」
が

「
こ
す
」
に
短
縮
転
訛
し
た
の
が
「
ぼ
っ
こ
す
」
と
い

う
、
意
味
と
は
裏
腹
な
、
チ
ョ
コ
の
よ
う
な
甘
い
響
き

の
方
言
で
あ
る
。「
ぶ
」
と
い
う
ウ
段
の
音
が
「
ぼ
」
と

い
う
オ
段
の
音
に
変
化
す
る
例
は
他
に
、「
縫
う
」「
の

う
」
、「
む
く
ど
り(

椋
鳥)

」
を
「
も
く
ど
り
」
な
ど
が

あ
る
。
市
街
地
で
は
騒
音
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
椋
鳥
、

歴
史
館
に
止
ま
り
木
に
よ
う
に
立
ち
寄
っ
て
い
か
れ

る
Ｋ
氏
も
、
椋
鳥
の
よ
う
に
声
高
に
喧
し
く
喋
っ
て
去

っ
て
い
く
。
こ
の
一
人
椋
鳥
と
言
う
べ
き
Ｋ
氏
、
心
臓

が
ぼ
っ
こ
れ
か
け
て
第
二
の
心
臓
を
入
れ
て
い
る
か

ら
か
、
ぼ
っ
こ
れ
て
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
物
に
執
着
、

愛
着
を
抱
き
、
拾
っ
て
き
て
は
直
す
器
用
さ
が
あ
る
。

つ
る
を
直
し
た
薬
缶
や
穴
を
塞
い
だ
鍋
な
ど
を
山
で

自
慢
げ
に
見
せ
て
、
そ
れ
で
料
理
を
作
っ
た
り
も
す
る

が
、
お
世
辞
で
褒
め
ら
れ
る
の
が
関
の
山
だ
。
そ
ん
な

物
が
家
の
中
に
山
積
し
て
、
こ
れ
が
伴
侶
と
の
い
ざ
か

い
の
元
に
な
り
、
亀
裂
が
入
る
。
勝
手
に
捨
て
ら
れ
て

憤
慨
し
て
、
部
屋
に
籠
っ
て
自
分
で
片
付
け
よ
う
と
し

て
も
、
こ
れ
は
使
え
る
、
こ
れ
は
大
事
だ
と
、
選
択
の

幅
が
広
い
か
ら
、
無
意
味
に
一
日
が
過
ぎ
て
、
こ
ん
な

こ
と
な
ら
芍
薬
園
で
草
取
で
も
し
て
い
た
方
が
良
か

っ
た
と
、
虚
し
く
夜
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。 (

安
久) 

モ
ノ
言
う
も
の
・
矢
じ
り
に
残
っ
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト 

写
真
は
縄
文
時
代
の
矢
じ
り
で
、
歴
史
館
の
初
代
館

長
高
橋
重
右
ェ
門
氏
が
少
年
の
頃
、
近
く
の
畑
で
拾
い

集
め
た
物
の
一
つ
で
す
。
敏
捷
な
小
動
物
を
獲
る
た
め

の
弓
矢
の
先
に
付
け
た
矢
じ
り
は
、
こ
の
時
代
の
代
表

的
な
遺
物
で
珍
し
い
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
年
が

欣
喜
雀
躍
し
た
の
は
、
そ
の
一
つ
に
な
に
や
ら
黒
い
物

が
付
着
し
て
い
て
、
石
油
の
一
種
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
だ
と

気
付
い
た
か
ら
で
す
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は
粘
着
性
の
高

い
物
質
で
、
現
在
で
は
舗
装
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
が
、

縄
文
人
は
こ
れ
を
矢
と
矢
じ
り
の
接
合
に
使
っ
て
い

た
！
少
年
の
大
発
見
で
す
。
こ
の
感
動
こ
そ
郷
土
史
家

と
し
て
の
出
発
点
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の

後
戦
役
に
服
し
、
戦
後
は
教
育
者
と
し
て
人
生
を
歩
み

ま
し
た
。
と
あ
る
時
、
大
事
な
宝
物
、
例
の
石
器
を
某

大
学
の
先
生
に
見
せ
る
と
「
ど
こ
か
ら
産
し
た
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
か
成
分
分
析
を
し
た
い
」
と
言
う
の
で
貸
し
た

と
こ
ろ
、
戻
っ
て
き
た
時
に
は
、
矢
じ
り
に
付
い
て
い

た
黒
い
塊
は
き
れ
い
に
こ
そ
ぎ
落
と
さ
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。
少
年
の
大
事
な
思
い
出
、
小
さ
な
夢
も
一
緒

に
削
ぎ
落
と
さ
れ
た
い
う
悲
し
い
話
で
す
。(

安
久) 

   

   

歴
史
館
行
事
の
報
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〇
歴
史
講
座
②
③ 

講
師
：
関
川
村
歴
史
文
化
財
調
査
委

員 

佐
藤
忠
良
さ
ん 

②
10
月
22
日(

水) 

「『
七
、
九
ヶ

谷
の
歴
史
』
か
ら
学
ぶ
」、
③
11
月
12
日(

水)

「
岩
船
地

域
の
寺
院
」
を
行
い
ま
し
た
。
〇
山
城
を
訪
ね
て
・
秋
の

部
「
岩
室
天
神
山
城
址
」
11
月
８
日(

土)
 

ス
タ
ッ
フ
・

参
加
者
20
名
〇
古
文
書
解
読
講
座(

10
～
12
月)

平
田
甲

太
郎
文
書
を
読
ん
で
い
ま
す
！ 

お
知
ら
せ 

〇
「
新
春
書
き
初
め
作
品
展
」
会
期:

１
月
４
日(

日)

～
２

月
１
日(

日)

、
10
時
～
16
時
、
月
曜
休
館
・
月
曜
祝
日
の

場
合
は
翌
火
曜
休
館
、
観
覧
無
料
。 

〇
「
山
と
花
の
ス
ラ
イ
ド
解
説
会
」
１
月
18
日(

日)

、
13

時
30
分
～
15
時
30
分
、
歴
史
館
映
像
ホ
ー
ル
。 

〇
年
末
年
始
の
休
館
日 

12
月
29
日(

月)

～
１
月
３
日

（
土
）
で
す
。
良
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。 

い
わ
か
が
み 
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